
 

 

 

第４号様式（第１０条関係） 

 平成３１年３月３１日 

新 宿 区 長  宛て 

団 体 名ＮＰＯ法人１０代・２０代の妊娠ＳＯＳ新宿

－キッズ＆ファミリー 

所 在 地 新宿区西早稲田三丁目 8 番 11 号 

（フリガナ）     サトウ ハツミ 

代表者氏名 代表理事 佐藤  初美   

 

新宿区協働推進基金助成金事業実績報告書 

 

新宿区協働推進基金条例施行規則第 10 条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 収支計算額 

          収 入   １，０１０，８２５   円 

          （内助成金）  ４８０，０００   円 

          支 出   １，０１０，８２５   円 

２ 助成事業 

事 業 名 

 

10 代、20 代の「望まない妊娠」や困難を抱えている若者の相談支援事業 

実施の日時又は期

間 

 

平成３０年６月から平成３１年３月 

 

対象者の範囲及び

人 数 

10 代、20 代の「望まない妊娠」や困難を抱えている若者及び家族 

若年出産で、孤立している親子の育児相談、他の親子との交流促進 

不特定多数 

事 業 内 容 

① 10 代、20 代の「望まない妊娠」や困難を抱えている若者の相談支援 

メール相談２４時間、年中無休 

電話相談 １８時から２４時（継続相談は日中も実施）年中無休 

訪問相談 随時、年中無休   

同行支援 随時、年中無休  

・虐待の中には医療ネグレクトの児童もいるので、夜間の救急受診や日

中の病院受診に同行して一人で受診できるように支援している。 

・高校、専門学校の見学会、説明会、中高の三者面談等に同行支援 

・要保護児童、要支援児童の相談対応 随時、年中無休 － 

・虐待を受けて保護や要支援児童の場合は、新宿区要保護児童対策協議

会の登録団体なので、児童相談センター、子ども総合センター、保健

センター等関係機関、中学校、高校、専門学校と連携して対応し、行

政では対応しきれない支援を担っている。 



 

 

・新宿区要保護児童対策協議会の個別サポートチーム会議に参加。 

② 広報・啓蒙事業 

・宣伝活動 

・体験イベント事業 

・親子の交流を深め合うつどい 

・講演活動事業 

具体的な活動状況 

１． 相談支援 

※月別内訳 

●６月分 

新規相談件数 ＝２１件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝４９２件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１３６件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝１１件  

●７月分 

新規相談件数 ＝３５件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝５５９件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝ １３５件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝４件 

・新宿区要保護児童対策協議会の個別サポートチーム会議に参加 

●８月分 

新規相談件数 ＝２０件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝４２５件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１８４件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝０件  

・新宿区要保護児童対策協議会の個別サポートチーム会議に３回参加。 

●９月分 

新規相談件数 ＝３８件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝７７６件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１８８件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝０件  

●１０月分 

新規相談件数 ＝２９件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝４７７件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１６４件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝１件  

●１１月分 

新規相談件数 ＝２５件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝２３８件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝５８件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝０件 

●１２月分 

新規相談件数 ＝２０件 



 

 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝３８４件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝124 件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝０件 

●１月分 

新規相談件数 ＝６０件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝４１２件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１６０件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝０件 

●２月分 

新規相談件数 ＝３８件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝４５１件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１５５件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝１件 

●３月分 

新規相談件数 ＝２９件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝６０７件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１３２件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝４件  

 

２． イベント（会議）の開催 

●歌舞伎町パトロール体験 

・実施日  ８月 ３日（金）＝参加人数２２人 

●第 6回荒巻シャケさんと一緒に笑って歌って遊ぼう 

・実施日 3 月 8 日(金）＝参加人数 親子２２組５５人 

●第７回荒巻シャケさんと一緒に笑って歌って遊ぼう（親子のつどい） 

・実施日 3 月２２日(金)＝参加人数 親子１８ 組 ３７人 

●２０１８年度新宿区協働推進基金助成事業報告会 

・実施日 3 月 8 日(金)＝参加人数 １９人 

 参加人数は、目標の半分であったが、区民及び学生及び支援を考えて 

 いる団体や個人が遠方は奈良県や愛知県からの参加もあった。 

●歌舞伎町や繁華街をパトロール 

 毎月、ボランティアの協力を得て、歌舞伎町や繁華街をパトロール 

し、中高生に声かけや、法人の相談窓口紹介のチラシや名刺サイズの

カードを配布して相談窓口の周知を図り、チラシやカードを店内に設

置してくれている歌舞伎町の店舗やネットカフェ、漫画喫茶、夜の薬

局（ニュクス薬局）等を巡回し、心配な中高生や青少年少女の情報交

換を行う。 

・実施日 

６月１５日（金）＝参加人数７人・１１月１７日（土）＝参加人数５人 

７月１３日（金）＝参加人数６人・１２月２９日（土）＝参加人数４人 

８月 ３日（金）＝参加人数 22 人・ １月１９日（土）＝参加人数６人 

９月２８日（金）＝参加人数 5 人・  ２月１６日（土）＝参加人数４人 



 

 

１０月２０日（土）＝参加人数３人・３月１６日（土）＝参加人数５人 

●相談スタッフ定期勉強会（１０回） 

 毎月１回開催 居場所「みんなのおうち」参加予定者数６人 

  毎月の相談支援ケースの事例検討を行い、対応及び今後の支援方針を

見直している。また、相談スタッフのスキルアップ研修も兼ねており、

それぞれが参加した専門研修の共有や対応の難しいケースのロールプ

レイなどを行っている。 

・実施日（１０回） 

６月 ８日（土）＝参加人数４人 

７月２１日（土）＝参加人数５人 

８月３１日（金）＝参加人数５人 

        ９月２２日（土）＝参加人数６人 

      １０月２０日（土）＝参加人数６人 

１１月１７日（土）＝参加人数４人 

１２月 ８日（土）＝参加人数５人 

    １月１９日（土）＝参加人数５人 

２月１６日（土）＝参加人数６人 

３月１６日（土）＝参加人数６人 

●運営会議の開催（１０回） 

・毎月１回開催 居場所「みんなのおうち」 

実施日６月１７日（日）＝参加人数５人 

７月１５日（金）＝参加人数４人 

８月２４日（金）＝参加人数４人 

        ９月２１日（金）＝参加人数３人 

      １０月１９日（金）＝参加人数４人 

１１月１６日（金）＝参加人数４人 

１２月 ７日（金）＝参加人数５人 

    １月１８日（金）＝参加人数４人 

２月１５日（金）＝参加人数４人 

３月１５日（金）＝参加人数３人 

●支援者打ち合わせ（随時）        

クラウドファンディング支援ボランティアやパトロールボランティア  

と必要に応じて打ち合わせ及び意見交換会を実施 

実施日６月１６日（土）＝参加人数４人 

７月１５日（金）＝参加人数８人 

８月２６日（日）＝参加人数４人 

   １０月２０日（土）＝参加人数７人 

１２月 ９日（土）＝参加人数５人 

２月１７日（日）＝参加人数７人 

 

３．広報活動 

●講師派遣及び取材を受ける  



 

 

・活動の周知及び中高生や青少年少女の抱えている課題や現状を紹介し、  

 広く理解を深める啓蒙活動。 

・実施日６月 ２日＝日刊スポーツの取材及び掲載 

６月 ４日＝社会福祉法人さゆり保育園でスーパーバイズを行 

      う。 

６月 ４日＝ＴＶ朝日 abemaTV 報道番組に代表が出演 

６月１０日＝立正佼成会新宿教会の表彰候補になり取材を受け 

      る（１２月１日に、区長ご列席の中、受賞） 

    ７月 ６日＝パルシステムの取材を受ける 

６月１１日＝毎日新聞の取材 

７月２７日＝鉄道弘済会主催第５５回社会福祉セミナーで講師   

      （活動紹介） 

      １１月２２日＝内閣府男女共同参画局において「若年層に対する 

          性的な暴力の効果的な予防啓発及び被害者支援に  

          関する調査研究事業」ヒヤリング調査に応じる 

    ２月１４日＝第１２２回市民と NPO の交流サロンで「性に関す 

          る SOS に寄り添い、若者・子供の命と家庭を守る」 

          テーマで活動紹介 

３月１９日＝東京新聞の取材 

３月２４日＝西早稲田リサイクルセンターにおいて、新宿区の 

      フードドライブの勉強会で、活動紹介を講師とし  

      てさせていただく。。 

●ＨＰ、フェイスブック、ツイッターの更新、チラシ、カードを作成 

・随時、ＨＰ、フェイスブック、ツイッターの更新 

・７月印刷作成（チラシ、カード） 

・２月印刷作成（事業報告書） 

事 業 の 成 果 

●第１２２回市民と NPO の交流サロンや新宿区のフードドライブの勉強 

 会で、活動紹介をさせていただき、町会の役員の方々をはじめ、広く 

 区民の方々に１０代から２０代前半の青少年少女の現状と課題を理解 

 していただく機会になった。 

●広範な関係機関・団体との連携の広がり 

・それぞれの関係期間と顔の見える関係になり、連携がスムーズになってい 

 る。１０代の若年妊産婦が、保健センターで母子手帳を受け取る時に、様々 

 なサービスの説明を受けてもほとんどが理解できていない現状を保健師、 

 助産師の皆さんに理解を深めていただくことができ、母子手帳を渡す最後 

 に、出産一時金の再説明と「お金がなくても出産費用は心配しないで」の 

 一言を、各保健センターで実施してくださるようになった。 

・若年の DV 被害や犯罪に巻き込まれている時に、新宿警察署の生活安  

 全課が機敏な対応をしていただけるようになり、私たち法人が動けな 

 い時に、ケースの少女を代わりに病院に同行して下さるなど密な連携 

 が図れるようになっている。 



 

 

・日曜祭日の夜間は、なかなか東京都女性相談センターも手薄で夜間の 

 保護が警察を通しても困難な時があるが、連携している病院が社会的 

 入院をさせて下さるなど、きめの細かい対応ができるようになってい 

 る。 

・地域で、子ども達に関わっていらっしゃる主任児童委員の方々や民生 

 委員の方々からスーパーバイズの依頼も増え、早めの対応が子ども達 

 にできるきっかけになっている。 

●連携している関係機関 

・新宿区健康予防課（性感染症検査等）・新宿区健康つくり課（母子手帳  

 の発行及び各保健センター・女性健康センター）・新宿警察署・児童相 

 談センター・新宿区立子ども総合センター・新宿区立信濃町子ども家 

 庭支援センター・新宿区立北新宿子ども家庭支援センター・新宿社会 

 福祉協議会・都立大塚病院・板橋区医師会病院・東京医大病院・竹下 

 医院（産婦人科）・東京女子医大病院・聖母病院・国立国際医療研究セ 

 ンター・環の会・ニュクス薬局（歌舞伎町の夜の薬局）・新宿駆け込み 

 寺、パルシステム地域支援本部・新宿区明和会商店会・全国妊娠 SOS 

 ネットワーク・法テラス 

●１０代から２０代前半の相談件数増加し、相談全体の７０％を占めている  

 相談件数も前年度の１.５倍に増加している。 

※２０１８年度６月〜３月の総数 

新規相談件数 ＝３１５件 

・メール相談（２４時間、年中無休）対応件数 ＝４，８２１件 

・電話相談（年中無休）対応件数 ＝１，４３６件 

・訪問相談及び同行支援（随時、年中無休）対応件数 ＝１０６件  

 ホームページのアクセス数が１０万件を超えており、若者の中に、相 

 談窓口が浸透していることがわかる。 

・子ども達から、口伝いで法人の相談窓口が伝わっており、「友達に教え 

 てもらった」との相談もある。 

・今年度も、１０代で風俗で働いて居た少女が２名、私たち法人が寄り 

 添う中で、風俗から脱却でき昼間の仕事に就労することができ、継続 

 できるように支援している。 

●第 6回・第７回荒巻シャケさんと一緒に笑って歌って遊ぼう 

 第６回、第７回とも定員以上の参加申し込み（６０組）があり、当日、  

 子どもの病気で参加できなかった親子もいるが、区内に住む乳幼児を 

 育てている親子４０ 組 ９２人が交流を深めることができた。 

 参加申し込み時点でも、「一度も親子で外の催し物に参加したことがな 

 いが大丈夫か？」といった問い合わせもあり、その中で育児相談に応 

 じたりした。アンケートにおいても参加者の満足度が９７％と高く、 

 来年も参加したいが１００％と参加者からの評価が高く、乳幼児を育 

 てている区民に広く貢献できたものと評価する。 

 



実施要領 第５号様式 

一般事業収支決算書 

支

出

区

分

 

費 目 決算額 内  訳 

事

業

費 

①使用料及び賃借料 3,200 円 
戸塚地域センター多目的ホール午前利用＠1,100 円×2 日＝

2,200 円・戸塚地域センター会議室 A・B＠1,000 円×１日 

②印刷製本費 41,000 円 

チラシ印刷 Ａ４両面＠7 円×2,000 枚×2 種類＝28,000 円 

名刺サイズカード両面（子どもたちに手渡し用） 

＠8 円×1,000 枚＝8,000 円 

報告集Ａ４サイズ＠50 円×100 部＝5,000 円 

③消耗品費 101,738 円 

インクカートリッジ 81,351 円 

Ａ４コピー紙 5,419 円 

封筒・文具用品 9,018 円  その他 5,950 円 

④委託費 50,000 円 
ＩＴ及びホームページ維持管理委託費  

＠5,000 円/月×1０月＝50,000 円 

⑤講師謝礼 122,000 円 

・歌舞伎町パトロール体験講師謝礼 20,000 円  

・勉強会１０回の中で、１人×＠3,000×10 回=30,000 円、 

              １人×＠3,000×４回=12,000 円 

親子のつどい＠30,000 円×2 回=60,000 円 

⑥その他謝礼 100,000 円 ボランティア謝礼＠2,000 円/人×5 日×10 か月＝100,000 円 

⑦交通費 20,432 円 同行交通費 A 7,366 円 B 6,786 円  C 6,280 円 

⑧保険料 14,776 円 
ボランティア保険料 7,000 円 

・イベント保険料 7,776 円 

⑨その他諸経費 125,448 円 

・電話相談通信費費   9 か月で 16,860円 

・メール相談通信費費 １０か月で 61,116 円   

 郵便代 47,472 円 

⑩人件費 144,000 円 

（団体構成員分）①33,000 円 ②30,000 円 ③30,000 円 

           ④30,000 円 ⑤27,000 円 

150,000 円のうち、6,000 円は助成対象外経費 

事業費（①から⑩の合計） 722,594 円  

⑪ファンドレイジングに関

する経費 
23,775 円 

寄付金募集ダイレクトメール発送料 23,775 円 

助成対象経費 

（事業費＋⑪） 
746,369 円 

 

余剰金（Ａ） ０円  

助成対象外経費 264,456 円 

人件費 6,000 円（助成対象外分） 

ノートパソコンの購入 230,376 円 

新規購入パソコン初期設定・サポート料依託費 28,080 円 

事 業 総 額 1,010,825 円 

収

入

区

分

 

内 容 決算額 内 訳 

①事業収入 

（参加費、資料代等） 
19,000 円 活動報告会資料代 @1000 円×19 人 

②その他の収入 511,825 円 サポーターによる寄付金収入 



③助成金交付額 480,000 円  

④団体負担金 ０円  

収 入 総 額 1,010,825 円 

余 剰 金 （ Ｂ ）  ０円 

 
 

返 還 金 ０円 

 



実施要領 第６号様式 

 

一般事業自己評価表 

※事業実施における成果や実施にあたっての課題を記載してください。 

評価のポイント 自己評価 

事業計画及びスケジュールに沿って事業を

実施できたか。 

・綿密に計画立案をしていたので、スケジュール

に沿って、各事業を実行し、推進することがで

きた。 

実施にあたって、必要な人員体制がとられ

たか。安全確保がなされたか。 

・歌舞伎町パトロール体験は、先頭、中間、最後 

 尾にスタッフを配置し、参加者の安全を図った。 

・親子のつどいは、保育士のボランティアを配置

し、親元から離れた乳幼児の安全確保を行った。 

・いずれの行事にも参加者に行事保険を手立てし

たが、事故無く安全に終了した。 

事業を通じて、多くの区民の社会貢献活動

の啓発に役立つものとなったか。 

・歌舞伎町等の繁華街における中高生や 20 代前半 

までの青少年少女を取り巻く危険性や実態を、パ

トロール体験等を通してアンケートの感想にも

あるように理解を深めることができた。 

・啓発活動として、新宿 NPO ネットワーク協議会

主催の「市民と NPO の交流サロン」や、新宿区

の取り組みであるフードドライブ勉強会で、区

民のみなさんに、10 代から 20 代前半の青少年

少女の現状と課題や活動報告行い、区民が参加

できることを話し理解を広げることができた。 

地域課題や社会的課題に対してどのような

成果や効果があったか。今後、見込まれる

効果はどのようなものか。 

・歌舞伎町パトロールは、募集１０人に対して 22

人の参加を得た。体験を通して相談窓口の周知

拡大や、様々な関係機関と連携が広がり、10 代

から 20 代前半の青少年少女を見守り支援をで

きる機関や人が増えた。 

・新成人８００人余りに相談窓口のチラシとカー

ドを一人ずつに手渡すことができ、一人で悩ま

ず相談できる窓口の周知を多くの新成人に行え

た。 

・親子のつどいは、各保健センターや子ども家庭

支援センター、母子生活支援施設の協力を得て、

合計 40 組 92 名の親子が参加し盛況であった。

昨年度に参加した親子に勧められて初めて参加

した親子もいた。 

・その中でママ友が新しくできるなど、孤立して

いた親子につながりができたり、育児に疲れて

いた母親を解放し楽しい時間を過ごすしてもら

ったり、孤立しないで親子で出かける勇気やつ

ながる楽しさを知るきっかけ作りの機会になっ

ている。 



 

団体の先駆性や専門性を活かすことができ

たか。 

・国内で妊娠 SOS の民間団体は全部で 6 団体であ

るが、10 代から 20 代前半の青少年少女とその

家族に特化して相談支援をしている団体は私た

ちの団体だけである。様々な関係機関が対応に

苦慮しており、連携することで私たち法人のノ

ウハウを広く伝えることができ、そのことで連

携も広がっている。 

【3 月末現在の連携機関】 

・新宿区健康つくり課（母子手帳の発行）・新宿区

健康予防課（性感染症検査等）・新宿区立保健セ

ンター４センター・新宿区立女性健康センタ

ー・新宿警察署・児童相談センター・新宿区立

子ども総合センター・新宿区立信濃町子ども家

庭支援センター・新宿区立北新宿子ども家庭支

援センター・母子生活支援施設 

・新宿社会福祉協議会・都立大塚病院・板橋区医

師会病院・東京医大病院・竹下医院（産婦人科）・

東京女子医大病院・聖母病院・国立国際医療研

究センター・環の会・ニュクス薬局（歌舞伎町

の夜の薬局）・新宿駆け込み寺、パルシステム地

域支援本部、新宿区明和会商店会、全国妊娠 SOS

ネットワーク等 

経費見積りは適正だったか。 

・助成対象外経費で、メール相談専用ノートパソ  

 コンを購入したことに伴う経費が発生したが、 

 他は、ほぼ経費見積もりに沿って実行できた。 

（今回の事業を次年度以降も継続していく

場合）継続性や発展性が期待できるものと

なったか。資金確保に努めたか。 

・いずれの事業も、アンケート結果が示すように

参加者が継続と必要性を求めている。 

・法人の Facebook 担当を新たなボランティアが

引き受けて下さり、より多く情報発信をするこ

とで、２９年度は寄付金は３９名からであった

が、今年度は、３月１５日現在で１２１名に３

倍増である。安定した資金確保に向けて 2020

年度に認定 NPO 法人を目指している。 

事業の実施にあたって、課題や問題点はあ

ったか。どのような対策が考えられるか。 

・相談窓口が広く周知するに伴って相談件数も増

加しており、相談スタッフを増員させる必要が

ある。特に、夜間対応の相談スタッフを獲得が

必要であるが、支払いができる安定的人件費の

確保が急務である。 

 

 

 

 



 

 

その他 

 

 

 

（２０１８年８月３日・歌舞伎町パトロール体験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年 3 月 8 日第 6 回荒巻シャケさんと親子で笑って歌って遊ぼう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 2019 年 3 月２２日第７回荒巻シャケさんと親子で笑って歌って遊ぼう ） 

   

 

 

 

＊参加者アンケートの結果を報告してください。  

＊事業の成果物(冊子等)、事業の開催時の写真等提出できるものがあ

る場合は、添付してください。   
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